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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

本市のブランドメッセージを決定特集

特 集　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
河
内
長
野
の
現

状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
や
市
内
事
業
者
、
職
員
の
声
を
集
め
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
の
課
題
が
あ
る
中
、
多
く
の
人
か
ら
聞
か
れ
た

の
は
、
ま
ち
を
想
い
、
ま
ち
を
愛
す
る
言
葉
で
し

た
。
そ
れ
ら
を
分
析
し
、
河
内
長
野
ら
し
さ
を
表

現
す
る
６
つ
の
要
素
を
抽
出
し
ま
し
た
。

本市のブランドメッセージを決定

河
内
長
野
市
の
魅
力
を
見
つ
け
て
形
に
す
る
た
め
、

令
和
５
年
６
月
に
市
役
所
の

様
々
な
部
署
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
や
、
職
員
全
員
で
決
定
し
た

６
つ
の
要
素
を
基
に
生
ま
れ
た

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
理
念（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

営
業
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

プロジェクトチームメンバー 尾﨑さん

「かわらずながく」は河内のカワ、長野のナガにかけた
表現で、河内長野しか使えない独自性のある言葉です。
「ながーく」と伸ばしたのは、ふだんのしあわせを1000
年先まで末永くつないでいく決意を表現しました。 

　プロジェクトチームに参加するまでは、
自分が働くまちのことについて真剣に考え
ることが少なかったですが、メンバーで研
究や議論を重ね、河内長野の良さを再発見
するだけでなく、その魅力を庁内職員や関
係者のみなさんにお伝えすることで、河内
長野への愛着が確かなものになりました。　
　今後は、これまで育まれてきた河内長野

のすばらしさを市内外へ発信していくため
に、まずは職員への啓発（インナーブラン
ディング）に取り組んでいきます。職員そ
れぞれがブランディング事業を「じぶんご
と」として捉え、自らの言葉で河内長野の
魅力を伝えることで、自然と「好き」の輪
が広がっていき、誰もが誇りと愛着を持て
るまちを目指します。

安
心
犯
罪
率
の
低
さ
や
強
固
な
地
盤

　
６
つ
の
要
素
を
基
に
、
市
が
目

指
す
方
向
を
具
現
化
し
、
共
有
す

る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
理
念
を
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
職
員
全
員

が
共
有
し
、
日
々
の
業
務
で
常
に

意
識
す
る
こ
と
で
、
同
じ
目
標
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
共
感
し
て

い
た
だ
き
、
市
が
一
体
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

意
見
収
集
か
ら
６
要
素
の
抽
出

ど
ん
な
河
内
長
野
の
未
来
を
目
指
す
の
か

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
決
定

誰もが誇りと愛着を持てる河内長野に

　
他
市
と
違
う
独
自
の
価
値
を
取
り

入
れ
、
職
員
・
市
民
の
み
な
さ
ん
が

共
感
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
、

６
つ
の
要
素
を
シ
ン
プ
ル
に
表
現
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
職
員
の
投
票
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、古
く
か
ら
続
く
人
々

の
暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
へ
繋
ぐ

こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
か
わ
ら
ず
な
が
〜
く
ふ
だ
ん

の
し
あ
わ
せ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「ふだんのしあわせ」は、河内長野市の「らしさ」であ
る「自然」「穏やかな気風」「治安の良さ」「人の好さ」「歴
史的な街並み」、それらすべてが安心感、ふだんのしあわ
せな暮らしにつながり、未来にわたって市民に幸せを提供
できる町を目指すという想いを込めています。

自
然
豊
か
な
自
然
、ゆ
と
り
あ
る
住
環
境

つ
な
が
り
地
域
に
根
付
く
文
化
や
人
の
優
し
さ

千
年
高
野
詣
の
宿
場
や
南
北
朝
時
代
、　　
　
　

　
　
　
　
古
か
ら
続
く
暮
ら
し
の
舞
台

愛
着
愛
す
る
町
に
住
み
続
け
た
い

変
化
時
代
に
合
わ
せ
た
行
政
を
提
供

▶
イ
ベ
ン
ト
の
折
に
触
れ
市

民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集

６要素

interview

インタビュー

▶
長
野
高
校
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
授
業
を
実
施

このメッセージは「市民や市外の人々への約束」です。
市民と職員が市に愛着を持って、ともにより良いまち
づくりに取り組んでいきましょう。
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け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
デ
ー
タ
放
送

　
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
緊
急
情
報
が
テ
レ
ビ
で
確
認

で
き
ま
す
。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源

域
に
お
い
て
大
規
模
地
震
の
発
生

可
能
性
が
平
常
時
よ
り
相
対
的
に

高
ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
場

合
な
ど
に
発
表
さ
れ
る
情
報
で
す
。

同
情
報
が
発
表
さ
れ
な
く
て
も
大

規
模
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
家
具

の
固
定
や
避
難
場
所
・
避
難
経
路

の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　
地
震
発
生
時
に
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
市

民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、市

内
47
か
所
の
防
災
行
政
無
線
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
18
日
㈬
午
前
10
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

頻
発
す
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
は
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
く
な
り

ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
い

う
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害

に
対
し
て
十
分
に
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
安
全
な
場
所
に
い
る
人

ま
で
避
難
所
に
行
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
宅
が
安
全
な
場
合
に

は
自
宅
で
待
機
を
。
安
全
な
親

戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難
も
選
択
肢

の
一
つ
で
す
。

●
こ
の
機
会
に
備
え
を

◎
水
や
食
料
な
ど
を
家
庭
内
で
備

蓄
し
て
お
く

◎
懐
中
電
灯
や
携
帯
電
話
、
ラ
ジ

オ
な
ど
の
準
備
、
点
検
を
行
う

◎
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、

自
宅
や
そ
の
周
辺
、
避
難
経
路
上

で
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生

す
る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
場
所
を

事
前
に
把
握
し
て
お
く

◎
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
把
握
し
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
の
い
る
家
庭
で
は
安
全
な

避
難
方
法
と
具
体
的
な
行
動
を
考

え
て
お
く

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

に
注
意
し
、
避
難
が
必
要
な
場
所

に
い
る
場
合
は
、
高
齢
者
等
避

難
・
避
難
指
示
が
あ
れ
ば
直
ち
に

避
難
す
る

◎
既
に
外
出
す
る
こ
と
が
危
険
な

場
合
に
は
、
自
宅
の
中
で
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
（
２
階
な
ど
へ

避
難
す
る
垂
直
避
難
、
斜
面
な
ど

か
ら
遠
い
部
屋
へ
の
避
難
）

●
災
害
時
緊
急
情
報
の
受
け
取
り
方

◎
防
災
行
政
無
線
と
災
害
テ
レ
ホ

ン
案
内

　
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
の
放
送
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
災
害
テ
レ

ホ
ン
案
内
（
☎
０
１
２
０
・
０
４

７
・
７
１
４
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

◎
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ

ー
ル
）

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
警
告
音
を
鳴
ら
し
、
市
か
ら
の

緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。
内
容

は
防
災
行
政
無
線
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

と
同
じ
で
す
。

◎
大
阪
防
災
ア
プ
リ

　

防
災
情
報
な
ど
を
プ

ッ
シ
ュ
通
知
で
受
け
取

れ
ま
す
。

◎
お
お
さ
か
防
災
情
報
メ
ー
ル

　

市
や
府
が
発
信
す
る

防
災
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ⅹ
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
登
録
し
て
お
く
と
、
情
報
を
受

　

今
夏
、
日
本
は
戦
後
80
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、そ

の
記
憶
と
教
訓
は
、時
代
と
と
も
に

風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
戦
争
の
記
憶
や
平
和

へ
の
想
い
を
つ
な
い
で
い
く
た
め

体
験
談
や
伝
え
聞
い
た
話
を
広
く

募
集
し
、
選
考
の
う
え
本
紙
８
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。
戦
争
を
体
験

さ
れ
た
人
の
お
話
や
、
家
族
に
語

り
継
が
れ
て
き
た
出
来
事
、
戦
時

中
の
河
内
長
野
の
様
子
や
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
、
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

※
当
時
の
写
真
や
品
物
は
、
写
真

に
撮
っ
て
説
明
を
添
え
て
ご
送
付

を
▽
紙
面
の
都
合
上
、文
章
や
写
真

を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法　
６
月
25
日
ま
で
に
左

記
Ｑ
Ｒ
ま
た
は
、
は
が
き
か
封
書

（
住
所
、
氏
名
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
年

齢
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
電
話
番

号
を
記
入
）
で
左
記
へ
▽
メ
ー
ル

（city-pr@
city.kaw

achina
gano.lg.jp

）
や
来
所
も
可
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

災
害
に
備
え

飲
料
水
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う

●
６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　
水
道
週
間
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
水
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
昭
和

34
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
期
間

中
、
全
国
的
に
水
道
に
関
す
る

様
々
な
広
報
活
動
が
行
わ
れ
、
市

で
は
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
共

同
で
備
蓄
水
の
配
布
や
上
下
水
道

事
業
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
今
後
と
も
市
の

水
道
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
備
蓄
水
無
料
配
布

と
き　
６
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
▽
各
先
着
５

０
０
人

と
こ
ろ　
市
役
所

問
経
営
総
務
課

　
８
月
１
日
か
ら
、
観
光
案
内
所
は
２
拠

点
に
な
り
ま
す
。
河
内
長
野
駅
構
内
の
拠

点
は
、
お
お
さ
か
河
内
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
木
質
空
間
を
整
備
し
、
観
光
案

内
の
ほ
か
市
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
。
同

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
拠
点
で
は
、
情
報

発
信
を
強
化
し
市
内
周
遊
を
促
進
し
ま
す
。

●
愛
称
を
募
集

　
各
拠
点
に
ぴ
っ
た
り
な
愛
称
を
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
、投
票
で
決
定
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
６
月
６
日
㈮
ま
で

応
募
方
法　
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
、
各
拠
点

の
愛
称
（
２
拠
点
分
）
と
コ
ン
セ
プ
ト
を

入
力

戦後80年 記憶をつなごう
体験談や伝え聞いた話を募集

河内長野駅構内の拠点は、おおさか河内材を使用した木質空間に

河内長野駅前ロータリー内の拠点

安
全
安
心

広報かわちながの 2025年（令和７年）６月号

投
票
期
間　
６
月
11
日
㈬
〜
25
日
㈬

投
票
方
法　
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
、ま
た
は

市
役
所
１
階
と
観
光
案
内
所
に
設
置

す
る
投
票
箱(

開
庁
・
開
館
時
の
み)

で

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　
カ
ウ
ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
、テ
ー
ブ
ル

な
ど
、一
緒
に
お
お
さ
か
河
内
材
を
組

み
立
て
、
塗
装
し
、
素
敵
な
内
装
に

仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
端
材
を
活
か
し

た
案
内
板
も
作
り
ま
す
。

と
き　
７
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
午
前

10
時
〜
正
午
・
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　
観
光
案
内
所
（
河
内
長
野

駅
構
内
）

定
員　
各
５
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込

6
月
５
日
か
ら
左
記
Ｑ
Ｒ
で

※
小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同

伴
で
。

問
産
業
観
光
課

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

就
労

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

公
表

税
金

健
康

高
齢
者

障
が
い
者

８
２拠点に
１/ 金から

観光案内所をアップデート！
～愛称を募集します～
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て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

●
個
人
の
宅
地
内
に
あ
る
排
水
設

備
の
詰
ま
り
や
故
障
に
つ
い
て

　
市
指
定
業
者
で
事
前
に
費
用
を

ご
確
認
の
上
、
修
繕
し
て
く
だ
さ

い
。
市
で
管
理
す
る
公
共
汚
水
マ

ス
、
取
付
管
、
公
共
下
水
道
本
管

の
詰
ま
り
や
故
障
に
つ
い
て
は
、市

管
理
と
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
詰

ま
り
や
故
障
か
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
市
で
確
認
し
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
河
内
長
野
市
下
水
道
管
理
サ
ー

ビ
ス
（
☎
53
・
６
５
０
３
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

月
２
回
収
集
が
ス
タ
ー
ト

　
夏
季
（
７
月
〜
10
月
）
の
期
間
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
回
数
を
月
１

回
か
ら
２
回
に
増
や
し
ま
す
。
収

集
日
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
同
じ
日
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
等

購
入
補
助
制
度

対
象　
自
治
会
ま
た
は
複
数
の
世

帯
が
利
用
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
代
表
者

が
け
地
近
接
な
ど
危
険
住
宅
の

移
転
助
成
と
補
強
助
成

対
象　
府
が
指
定
し
た
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
以
前

に
同
区
域
内
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

●
が
け
地
近
接
危
険
住
宅
の
移
転

助
成

　
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
に
つ
い
て
、
居

住
者
の
移
転
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
限
度
額　
①
危
険
住
宅
の
除

却
な
ど
に
要
す
る
経
費
＝
１
戸
あ

た
り
事
業
年
度
に
お
け
る
「
住
宅

局
標
準
建
設
費
等
通
知
に
定
め
る

除
却
工
事
費
」、②
危
険
住
宅
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成

23
年
6
月
か
ら
一
般
家
庭
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
令

和
7
年
3
月
に
大
阪
南
消
防
組
合

の
構
成
市
町
村
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
調
査
を
行
っ
た
結
果

は
76
・
３
％
で
し
た
。
令
和
6
年

度
の
全
国
平
均
84
・
５
％
に
遠
く

お
よ
ん
で
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
や

家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

同
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
取
付
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い

　
同
警
報
器
を
準
備
し
た
上
で
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
消
防
職

員
が
ご
自
宅
に
取
り
付
け
る
制
度

で
す
。
詳
細
は
消
防
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
２
８
）

上
級
救
命
講
習

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
め
た

応
急
手
当
な
ど
の
講
習
を
実
施
し

ま
す
。

と
き　
７
月
12
日
㈯
午
前
９
時
30

分
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
修
了
者
＝
午
前

10
時
30
分
）
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
陵
南
の
森
公
民
館
（
羽

引
越
し
な
ど
に
要
す
る
経
費
＝
１

戸
97
万
５
０
０
０
円
、
③
危
険
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
に
要
す

る
経
費
＝
１
戸
４
２
１
万
円
（
建

物
３
２
５
万
円
・
土
地
96
万
円
）

※
③
は
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
の
利
子
に
相
当
す

る
額
が
対
象
。
詳
細
は
公
園
河
川

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

●
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
危

険
住
宅
の
補
強
助
成

　
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
の
補
強
を
支
援

し
ま
す
（
所
得
金
額
に
よ
る
制
限

あ
り
）。

曳
野
市
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

※
対
象
な
ど
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込　

６
月
12
日
か

ら
電
話
で
左
記
へ

問
大
阪
南
消
防
局
救
急
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
３
２
）

暮
ら
し

６
月
１
日
か
ら
新
た
な
区
域
で

下
水
道
の
供
用
を
開
始

　
市
で
は
、
府
と
連
携
し
て
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
次
の

区
域
の
一
部
で
新
た
に
下
水
道
の

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

区
域　
上
原
町
、
加
賀
田
、
高
向

●
排
水
設
備
工
事
は
３
年
以
内
に

　
新
た
に
供
用
区
域
に
な
っ
た
建

物
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
（
く
み
取
り

式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
な
ど
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か

ら
出
る
汚
水
・
雑
排
水
を
下
水
道

に
流
す
改
造
工
事
）
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
工
事
は
市
指
定
業
者
で

　
排
水
設
備
工
事
は
、
市
の
指
定

す
る
業
者
以
外
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
。
４
月
１
日
現
在
、
１
８
７
社

助
成
限
度
額　
①
危
険
住
宅
の
補

強
工
事
に
係
る
設
計
費
用
の
23
％

（
補
強
設
計
費
用
）＝
１
棟
あ
た
り

最
大
15
万
４
０
０
０
円
（
設
計
費

限
度
額
67
万
２
０
０
０
円
）、②
危

険
住
宅
の
補
強
工
事
に
要
す
る
費

用
の
23
％
（
補
強
工
事
費
用
）
＝

１
棟
あ
た
り
最
大
77
万
２
０
０
０

円（
工
事
費
限
度
額
３
３
６
万
円
）

問
公
園
河
川
課

土
砂
災
害

警
戒
区
域
な
ど
の
閲
覧

　
府
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
土
地
の
地
形
や
地
質
、
土

地
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

●
区
域
指
定
箇
所
の
閲
覧
は

　
市
役
所
ま
た
は
府
富
田
林
土
木

事
務
所
へ
。「
河
内
長
野
市
か
わ
ち

ー
ず
」
や
府
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
「
大

阪
府
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
公
園
河
川
課
ま
た
は
府
富
田
林

土
木
事
務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
覧
は

下
水
道
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
業

者
は
工
事
の
見
積
り
か
ら
設
計
、

施
工
の
ほ
か
、
市
へ
の
各
種
申
請

手
続
き
の
代
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
工
事
に
は
援
助
制
度
の
利
用
を

　
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
浄
化
槽
の
切

替
な
ど
の
工
事
を
し
た
場
合
、
工

事
補
助
金
や
融
資
あ
っ
せ
ん
（
銀

行
貸
付
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
賦
課

　

下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、下
水
道

の
施
設
が
完
備
さ
れ
る
区
域
の
住

民
の
み
な
さ
ん
に
、土
地
の
面
積
に

応
じ
て
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
負
担
金
は
、

汚
水
処
理
が
可
能
と
な
る
区
域
に

順
次
賦
課
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

一
度
賦
課
さ
れ
る
と
重
ね
て
賦
課

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
決
定
通
知
書
や
納
入
通
知
書

　
令
和
７
年
度
賦
課
分
は
、
７
月

初
旬
に
対
象
者
に
負
担
金
の
決
定

通
知
書
と
納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
令
和
５
・
６
年
度
賦
課
の

負
担
金
を
期
別
納
付
さ
れ
て
い
る

人
に
も
、
７
月
上
旬
に
納
入
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
で
納
め

補
助
額　
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
次
の
も
の
で
、
購
入
費
用
の

２
分
の
１
ま
た
は
補
助
上
限
額
の

い
ず
れ
か
低
い
額

①
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
＝
１
枚
１

５
０
０
円
、
②
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
ボ

ッ
ク
ス
＝
１
基
２
万
円
、
③
ご
み

ス
ト
ッ
カ
ー
＝
１
基
10
万
円
、
④

原
材
料
な
ど
＝
１
基
２
万
円
、
⑤

そ
の
他
＝
１
基
２
万
円
▽
い
ず
れ

も
個
数
上
限
あ
り

※
①
以
外
を
購
入
予
定
の
場
合
は
、

事
前
に
協
議
が
必
要
で
す
▽
申
請

に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

●耐震関連補助制度
　地震への安全性を高めるため、次の制度を設けてい
ます。ぜひご利用ください。
＜耐震診断補助＞
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建築された住宅
などで、現に居住・使用されているもの、またはこれ
から居住・使用するもの
補助額　耐震診断費用の11分の10▷上限額５万円 
●耐震設計・改修補助
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建築された木造
住宅で、現に居住・使用されているもの、またはこれ
から居住・使用するもので、耐震診断の結果、「倒壊す
る可能性がある」または「倒壊する可能性が高い」と
判定されたもの
対象者　建物所有者の補助金交付申請時の市民税課税
総所得金額が507万円未満の人

対象工事　上部構造評点を高める工事やシェルター設
置工事
補助額　①設計に要する費用の10分の７▷上限額10
万円、②改修工事費・工事監理費の10分の８▷世帯の
月額所得に応じて上限75万円もしくは50万円、③シェ
ルター設置工事について工事費用の２分の１▷上限額
20万円（設計は対象外）
●木造住宅除却補助制度
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建てられた木造
住宅で耐震性が不足し、１年以上居住しておらず空き
家のもの
対象者　建築物の所有者で、補助金交付申請時の市民
税課税総所得金額が507万円未満の人
補助額 除却工事に要する費用の２分の１▷上限額20万円
※申請には一定の要件があります▷詳細は申請前にお
問い合わせください。

「災害時における電気自動車からの
電気供給に関する協定」を締結

　株式会社ホンダ泉州販売と「災害時における
電気自動車からの電気供給に関する協定」を締
結し、締結式を行いました。この協定は、大規
模災害時に、同社の保有する電気自動車から避
難所へ電気を供給することにより、災害時の避
難所の環境改善を図ることを目的としています。

住宅を適正に管理しましょう 問まちづくり推進課催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

就
労

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

公
表

税
金

健
康

高
齢
者

障
が
い
者
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●寺ケ池公園開催イベント
　クビアカツヤカミキリを捕獲し、被害や
対策についての講習、標本作りを行います。
とき　6月14日㈯午前10時～正午
集合　寺ケ池公園管理事務所前
定員　20人（先着順▷小学生は保護者同伴）
申込 ６月11日までに右記ＱＲで
問おおさか環農水研生物多様性
センター（☎072-833-2770）

●
防
除
物
品
の
配
布
に
つ
い
て

　
今
年
度
よ
り
防
除
物
品
配
布
対

象
を
拡
大
し
、
自
治
会
な
ど
に
加

え
個
人
が
管
理
す
る
サ
ク
ラ
な
ど

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
環
境
政
策
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
配
布
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）。

●
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
通

報
に
つ
い
て

　

下
記
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

６
月
は
違
法
屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
期
間
中
、
府
内
で
違
法
屋
外
広

告
物
を
追
放
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
）。

※
注
意
事
項
な
ど
、
詳

細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
と
日
曜
窓
口
の
ご
利
用
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
原
則
本
人
の
た
め
、
臨
時

に
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
交

付
通
知
書
（
は
が
き
）
が
届
い
て

い
て
、
平
日
昼
間
の
受
け
取
り
が

難
し
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
６
月
15
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

※
平
日
夜
間
交
付
（
予
約
制
）
も

実
施
し
て
い
ま
す
▽
持
ち
物
は
交

付
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
▽

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課事

業
所

不
法
就
労
・

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を

　
外
国
人
の
不
法
就
労
・
不
法
滞

在
は
、
犯
罪
の
温
床
と
な
り
や
す

く
、
ま
た
人
身
売
買
な
ど
の
人
権

侵
害
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合

は
、
必
ず
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
身

分
証
の
提
示
を
求
め
た
う
え
、
働

夏
は
ハ
チ
が

活
発
に
活
動
し
ま
す

●
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

◎
ハ
チ
や
巣
に
不
用
意
に
近
づ
い

た
り
刺
激
し
た
り
し
な
い

◎
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
時
、
手

で
激
し
く
追
い
払
っ
た
り
し
な
い

◎
黒
く
て
光
る
も
の
を
標
的
に
す

る
の
で
、
ハ
チ
が
い
る
可
能
性
が

あ
る
所
で
は
黒
系
の
服
を
避
け
る

●
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
時
は

　
ハ
チ
は
毒
針
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
植
物
の
受
粉
や
害
虫

の
駆
除
な
ど
人
に
と
っ
て
益
虫
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
巣
を
駆

除
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
ハ

チ
の
種
類
や
巣
の
位
置
、
住
ん
で

い
る
人
の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
教
室

●
モ
ッ
ク
ル
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
で
便
利
に

バ
ス
に
乗
ろ
う
〜

と
き　
６
月
19
日
㈭
・
23
日
㈪
、７

月
７
日
㈪
・
８
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込　
６
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ
▽
受
付
は
月
〜
金
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

問
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
お
と
な
り

さ
ん
（
☎
０
８
０
・
２
４
５
０
・

８
６
０
０
）

●
便
利
な
フ
リ
ー
パ
ス
乗
車
券
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
河
内
長
野
市
内
１
日
フ
リ
ー
パ

ス
乗
車
券
（
通
常
７
０
０
円
）
を

５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す（
利

用
期
限
令
和
８
年
２
月
28
日
）。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

※
市
で
は
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
（
防
護
服
の
貸
し

出
し
可
）。

問
環
境
衛
生
課

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
駆
除
に
ご
協
力
を

　
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、

繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
幼
虫
が
サ

ク
ラ
や
ウ
メ
な
ど
バ
ラ
科
の
樹
木

を
食
害
し
、
樹
木
を
枯
死
さ
せ
る

な
ど
甚
大
な
被
害
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
に
あ
る
樹
木
か
ら
大
量
の

木
く
ず
（
フ
ラ
ス
）
が
発
生
し
て
い

る
、
成
虫
を
発
見
し
た
、
な
ど
の
場

合
は
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

成
虫
の
特
徴　
◎
成
虫
発
生
時
期

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ご
利
用
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
土
日
や
夜
間
で
も
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
証
明
書

の
発
行
が
可
能
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
の
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
キ
オ
ス
ク
端
末
（
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
）
に
セ
ッ
ト
し
、
画
面

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
カ
ー
ド
取
得

時
に
設
定
し
た
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

を
入
力
し
、
証
明
書
を
取
得

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
通
知

カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

取
得
で
き
る
証
明
書
の
種
類　
住

民
票
の
写
し
（
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
の
人
）、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
本
人
の
み
）、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
（
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

の
人
）、
市
・
府
民
税
所
得
（
課

税
）
証
明
書
（
本
人
の
み
）

利
用
で
き
る
店
舗　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
（
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
）

手
数
料　
３
０
０
円

時
間　
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11

時
（
店
舗
営
業
時
間
内
の
み
）

※
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く
。

は
６
〜
８
月

◎
体
長
は
25
〜
55
㍉
程
度
で
全
体

が
光
沢
の
あ
る
黒
色
で
胸
部
が
赤
色

◎
生
涯
産
卵
数
は
３
０
０
〜
１
０
０

０
個

●
対
策
方
法

◎
被
害
を
受
け
て
い
な
い
樹
木
を

守
り
た
い
場
合
＝
樹
木
に
ネ
ッ
ト

（
網
目
サ
イ
ズ
５
㍉
以
下
の
も
の
）

を
巻
き
付
け
、成
虫
の
産
卵
を
防
ぐ

◎
す
で
に
樹
木
が
被
害
を
受
け
て

い
る
場
合
＝
市
販
の
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
用
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
、
樹
木

に
ネ
ッ
ト
（
網
目
５
㍉
以
下
）
を

巻
き
付
け
、
成
虫
が
外
部
に
飛
散

し
な
い
よ
う
に
す
る
、
被
害
樹
木

を
伐
採
す
る

◎
成
虫
を
発
見
し
た
場
合
＝
そ
の

場
で
踏
み
つ
ぶ
す
、
市
販
の
殺
虫

剤
を
使
用
し
て
駆
除
す
る

※
詳
細
は
環
境
農
林
水

産
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を
。

●
利
用
上
の
注
意

　
誤
っ
て
取
得
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
取
得
し
た
証
明
書
の
交
換
や

返
金
、
差
し
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
暗
証
番
号
を
３
回
間
違
う
と
利

用
で
き
な
く
な
り
、
市
役
所
窓
口

で
の
再
設
定
が
必
要
で
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止

の
ご
案
内

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
次
の
日
程
は
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　
６
月
５
日
㈭

●
有
効
期
限
の
ご
案
内

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
切
れ
は
再
交
付
申
請
を

　
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
申
請
時

成
年
で
あ
れ
ば
10
回
目
の
誕
生
日
、

未
成
年
で
あ
れ
ば
５
回
目
の
誕
生

日
で
す
。
有
効
期
限
切
れ
と
な
る

人
に
は
、
再
交
付
申
請
通
知
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
案
内
に
沿
っ

て
再
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
無
料
）。

②
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ

は
更
新
手
続
き
を

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

な
ど
で
使
う
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
５
回
目
の
誕
生
日
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
と
な
る
人
に
は
、

更
新
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
役
所
に
カ
ー
ド
を
持
参
し
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
パ
ス

く
こ
と
が
で
き
る
在
留
資
格
で
あ

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
観
光
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
短

期
滞
在
」
資
格
な
ど
、
働
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
在
留
資
格

を
持
つ
外
国
籍
の
人
を
雇
用
す
れ

ば
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問
河
内
長
野
市
外
国
人
連
絡
協
議

会（
河
内
長
野
警
察
署
内
、☎
54
・

１
２
３
４
）

石
綿
に
よ
る

疾
病
の
補
償
・
救
済

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
左

記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
労
働
局

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５
０
７
）

幼虫による樹木の食害と成虫

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
主
要

幹
線
道
路
を
中
心
に
違
法
屋
外
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
環
境
美
化
や
景

観
保
全
を
進
め
る
た
め
、
次
の
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
参
加
団
体

　
道
路
の
一
定
区
間
で
清
掃
な
ど

を
自
主
的
に
行
う
自
治
会
や
企
業

な
ど
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
違
法
広
告
物
追
放
推
進
団
体

　
市
か
ら
認
定
さ
れ
、
道
路
な
ど

に
違
法
に
貼
り
出
さ
れ
た
簡
易
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
行
う
団
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

問
道
路
課

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

就
労

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

公
表

税
金

健
康

高
齢
者

障
が
い
者



※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と6月2日㈪・9日㈪・16日㈪
午前10時～午後３時30分▷12日㈭＝「ゆうみ先
生と音楽を楽しもう！」（午前11時30分～）、20日
㈮＝「みんなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷6月16日㈪・
18日㈬・19日㈭＝「風船あそび」を実施▷6月5日㈭・
16日㈪＝「プレママ・あかちゃん優先タイム」（午後）
▷開催日は毎回マグネットシアター、手遊びなども▷詳
細はインスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ６月 11日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 ６月 20日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

子
育
て

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
未
就
学
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き　
６
月
12
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
▽
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
旭
ケ
丘
第
５
公
園

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
24
日
㈫
、
７
月
８
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
!!

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
19
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

20
組
（
抽
選
）

③
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

で
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、
仲
間

作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
７
年
１

月
10
日
〜
４
月
23
日
生
ま
れ
の
第

1
子
と
そ
の
母
親

と
き　
６
月
23
日
㈪
・
30
日
㈪
、７

月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

④
育
児
講
座　
「
幼
児
の
イ
ヤ
イ

ヤ
・
ワ
ガ
マ
マ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
3
レ
ッ
ス
ン
」

　
イ
ヤ
イ
ヤ
期
で
悩
ん
で
い
る
、イ

ヤ
イ
ヤ
期
を
過
ぎ
て
も
ワ
ガ
マ
マ

ば
か
り
。
子
育
て
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

ス
ッ
キ
リ
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
未
就
学
の
子

ど
も
の
保
護
者

と
き　
６
月
23
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

定
員

10
人
（
抽
選
）
▽
未
就
学
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
（
定
員
８
人
）

⑤
育
児
講
座
「
私
ら
し
い
子
育
て

〜
こ
ど
も
も
あ
な
た
も
大
事
〜
」

　
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
、
バ
ッ
ド
サ

イ
ク
ル
か
ら
学
ぼ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
〜
お
お

む
ね
３
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
７
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

定
員

10
人
（
抽
選
）
▽
未
就
学

の
子
ど
も
の
保
育
あ
り
（
定
員
８

人
）

⑥
育
児
講
座　
「
パ
パ
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

　
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
子
ど
も

と
の
楽
し
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
学

べ
ま
す
。
マ
マ
は
、
人
形
で
体
験

が
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
首
が
す
わ
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
〜
１
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
両
親

と
き　
７
月
12
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員　
８
組
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円（
オ
イ
ル
代
）

⑦
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
の
会

〜
就
学
相
談
に
つ
い
て
〜

　
就
学
に
向
け
て
就
学
相
談
の
担

当
者
か
ら
直
接
お
話
が
聞
け
る
場

で
す
。
今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
一

緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
年
長
、
年
中

児
の
保
護
者

と
き　
６
月
24
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

定
員

15
人
（
抽
選
）
▽
未
就
学

の
子
ど
も
の
保
育
あ
り
（
定
員
８

人
）

申
込　
①
〜
⑦
は
６
月
８
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月

日
、
性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電

話
番
号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
と
催
し
名
を
記
入
し
て
、
６
月

８
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1
）

も
可
。

問
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
、

℻
50
・
４
６
６
５
）

里
親
募
集
説
明
会

　
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
生

活
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
里
親
制
度
に
関
心
を
お

持
ち
の
人
は
、
ど
な
た
で
も
事
前

連
絡
の
う
え
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き　
６
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
５
組

申
込　
６
月
23
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
高
鷲
学
園w

ith

里
親

（
☎
０
７
２
・
９
５
９
・
２
２
０
２
）

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

●
現
況
届
が
届
い
た
人
は
提
出
を

　
児
童
の
監
護
、
生
計
同
一
関
係

な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
人

は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
６
月
中
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
人

◎
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
が
実
際
の

居
住
地
と
異
な
る
人

◎
市
外
に
児
童
の
住
民
票
が
あ
る

人
（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
人
）

◎
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、

施
設
（
里
親
な
ど
）
の
受
給
者

◎
学
生
で
な
い
大
学
生
年
齢
の
子

が
多
子
加
算
の
計
算
に
含
ま
れ
て

い
る
人

◎
そ
の
ほ
か
状
況
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
人

※
支
給
額
な
ど
詳
細

は
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
課

お
や
と
も
保
護
者
会

●
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど
も
を

育
て
る
保
護
者
が
集
ま
り
、
情
報

交
換
を
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
子
ど
も
の
発

達
に
悩
み
が
あ
る
保
護
者

と
き　
６
月
17
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
６
月
10
日
ま
で
に
左
記
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

す
い
す
い
ひ
ろ
ば

　
月
ご
と
の
お
す
す
め
絵
本
な
ど

を
、
図
書
館
の
お
は
な
し
の
へ
や

で
自
由
に
楽
し
め
ま
す（
貸
出
可
）。

読
ん
で
ほ
し
い
本
が
あ
れ
ば
図
書

館
員
が
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

と
き　
６
月
11
日
㈬
、25
日
㈬
、７

月
９
日
㈬
、
23
日
㈬
午
後
２
時
〜

４
時

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
な

ママのあんしん相談day
　妊娠中、産後の悩みや育児相談に、助産
師と心理相談員が電話や来所で応じます
対象　妊産婦と乳幼児の保護者 
とき　６月13日㈮、７月11日㈮午前９時
～午後４時
ところ　ゆめっく
申込　来所のみ要予約
問ゆめっく（保健センター内、☎55-4141）

ママパパ教室
対象　初めて母親・父親になる市民
とき ７月４日㈮午後１時30分～３時30分
ところ　ゆめっく
内容　①歯科医師による歯科検診（母親の
み）、むし歯菌検査や歯科衛生士によるブラ
ッシング指導、②助産師からのお話
定員　20人（先着順）
申込　電話で下記へ
問ゆめっく（保健センター内、☎55-4141）

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

と
き
・
内
容　
６
月
19
日
㈭
、
７

月
17
日
㈭
▽
１
歳
向
け
＝
午
前
10

時
20
分
〜
11
時
、
２
歳
向
け
＝
午

前
11
時
20
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：やまん

広報かわちながの 2025年（令和 7年）6月号11 10市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

就
労

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

保
険・年
金

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

公
表

税
金

健
康

高
齢
者

障
が
い
者



保健センターの相談（木戸東町２-1、☎55-0301）
内容 健康相談 栄養相談 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）の午前
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
※診断や治療方法についての相談は対応不可▷予約制。

休日急病診療所（木戸東町２-1、☎55-0300）
診療科目 内科 歯科

受付時間
土曜日=午後６時〜８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時〜11
時40分と午後１時〜３時40分

日曜日・祝休日=
午前10時〜11時
40分

※内科は中学生以下受診不可▷来院前に検温の上、電話で症状をお伝えください。

日曜日・祝休日昼間の小児急病診療体制
▶富田林病院（富田林市向陽台1-3-36☎29-1121）へ直接来院
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）
◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）
◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後７時～翌朝８時）

夜間・早朝の小児急病診療体制
▶当番病院（まず大阪南消防局指令センターへ連絡☎072-958-0119）
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 毎日午後８時～翌午前８時※土・日曜日・祝休日は午後４時～翌午前８時
※当日の当番病院を紹介するか救急車で搬送▷当番病院へ直接行った
り、連絡したりしないでください。
※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと実施しています▷健康保険証など持参を。

◉富田林保健所（富田林市寿町3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査（☎23-
2683）、医療機関に関する相談（☎23-
2681）などを行っています。

定
員　
12
組（
26
人
ま
で
▽
抽
選
）

申
込　

は
が
き
か
メ
ー
ル

（to
sh

o
-k

o
u

za
@

city
.

kaw
achinagano.lg.jp

▽
参

加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
学
年
、
電
話
番
号
を
記

入
）
で
６
月
26
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
図
書
館
（
〒
586
ー
０

０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
家
族
ま

で
応
募
可
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
、
21
日
㈯
午
後
２
時
～
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
～
就
学
前
児
童
向
け

と
き　
６
月
14
日
㈯
午
前
11
時
～
、

21
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き　
６
月
７
日
㈯
、
28
日
㈯
▽

時
間
は
午
前
11
時
～（
30
分
程
度
）

▽
28
日
は
保
護
者
も
入
場
可

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

こ
ど
も
え
い
ご
村

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
英
語
で

ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

●
未
就
学
児
（
４
・
５
歳
児
）
ク

ラ
ス

と
き　
６
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
11
時

●First

ク
ラ
ス（
初
級
▽
小
学
校

低
学
年
推
奨
）

と
き　
６
月
28
日
㈯
午
後
１
時
～

午
後
１
時
45
分

●Second

ク
ラ
ス
（
中
級
▽
小

学
校
高
学
年
推
奨
）

と
き　
６
月
28
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

定
員　
各
20
人（
抽
選
）

申
込　
下
記
Ｑ
Ｒ
で

�
社
会
教
育
第
１
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

え
い
ご
お
た
の
し
み
会

　
み
ん
な
で
楽
し
くD

ance! Sing! 
英
語
の
リ
ズ
ム
や
音
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

対
象　
就
学
前
の
子
と
そ
の
保
護

者と
き　
６
月
28
日
㈯
午
前
11
時
10

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

定
員　
20
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
社
会
教
育
第
１
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

科
学
教
室 

ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー

と
煮
干
し
の
観
察

対
象　
３
年
生
以
上
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

※
細
か
い
作
業
が
あ
り
ま
す
。

と
き　
７
月
12
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
年
金
分
割
を
定
め
る
調
停
な
ど

の
長
期
化
に
よ
り
離
婚
後
２
年
を

経
過
し
た
場
合
は
、
調
停
な
ど
の

成
立
か
ら
６
か
月
以
内
で
あ
れ
ば

手
続
き
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
合
意
分
割

　
当
事
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、

婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
を
分
割

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
分

割
の
割
合
は
、
双
方
の
合
意
ま
た

は
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

※
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
期

間
を
含
み
ま
す
。

●
３
号
分
割

　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
ま

た
は
共
済
組
合
の
組
合
員
の
被
扶

養
配
偶
者
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
）
で
あ
っ
た
人
か
ら
の
請

求
に
よ
り
年
金
を
分
割
で
き
ま
す
。

年
金
分
割
の
割
合
は
、
２
分
の
１

ず
つ
と
な
り
ま
す
。
平
成
20
年
４

月
以
降
の
第
３
号
被
保
険
者
期
間

中
の
報
酬
額
が
分
割
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

�
日
本
年
金
機
構
天
王
寺
年
金
事

務
所
（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５

３
１
）

税　

金

市
民
税
・
府
民
税
・
森
林
環
境
税

の
納
付
を
納
期
限
ま
で
に

　
令
和
７
年
度
の
市
民
税
・
府
民

税
・
森
林
環
境
税
納
税
通
知
書
を

６
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
（
所
得

証
明
書
の
発
行
は
６
月
５
日
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
発

行
は
６
月
６
日
か
ら
）。

　
次
の
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
（
納
付
額
30
万
円
以

下
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も

可
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

納
期
限　
第
１
期
＝
６
月
30
日
㈪
、

第
２
期
＝
９
月
１
日
㈪
、
第
３
期

＝
10
月
31
日
㈮
、
第
４
期
＝
令
和

８
年
２
月
２
日
㈪

●
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
督
促
状
・
催
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
納
期
限
ま
で
に
市
税
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
納
付
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
電
話
可
）
▽

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
市
民
税
・
府
民
税
・
森
林
環
境

税
の
減
免
・
免
除
制
度

　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
た
り
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
減
免
・
免
除
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

健　

康

6
月
１
日
～
７
日
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　
富
田
林
保
健
所
で
は
、
無
料
・

匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ

ジ
ア
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大

切
な
人
の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

（
祝
日
除
く
）午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
検
査
の
流

れ
な
ど
詳
細
は
同
保
健
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
表
内
Ｑ
Ｒ
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�
富
田
林
保
健
所（
☎
23
・
２
６
８
３
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
な
ど
を
し

ま
す
。

と
き　
６
月
21
日
㈯
、
７
月
19
日

㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田
公
民
館　

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
１
１
２
５
）

保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
な
ど
を
送
付

●
令
和
７
年
度
の
保
険
料
率

　

決
定
し
た
保
険
料
率
（
下
表
）

と
加
入
者
の
令
和
６
年
中
の
所
得

な
ど
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
度
の

保
険
料
を
決
定
し
、
納
付
通
知
書

な
ど
を
加
入
世
帯
へ
６
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
方
法
な

ど
は
、
通
知
に
同
封
し
て
い
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課

離
婚
時
の

年
金
分
割
制
度
に
つ
い
て

　
離
婚
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
中

の
厚
生
年
金
を
分
割
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
年
金
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
金
分
割
は
「
合
意

分
割
」
と
「
３
号
分
割
」
の
２
種

類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
離
婚
後
原

則
２
年
以
内
に
手
続
き
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●令和 7年度保険料率

医療分 後期支援分 介護分

所得割 9.3％ 3.02％ 2.56％

均等割 34,424 円 11,034円 18,784円

平等割 33,574円 10,761円 0円

限度額 650,000円 240,000円 170,000円

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：春はあけぼの

広報かわちながの 2025年（令和 7年）6月号13 12市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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●情報公開制度
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
22人 22通 87件

決定などの状況（行政文書数）
全部開示 部分開示 非開示 拒否 不存在 却下・取下げ 計 処理中
51件 26件 ー ー 6件 4件 87件 ー

●個人情報保護制度 ※（  ）内は死者に関するもの（外数）
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
11人（4人） 11通（4通） 16件（4件）

決定などの状況（行政文書数）
全部開示 部分開示 不開示 拒否 不存在 却下・取下げ 計 処理中
5件（2件） 4件（ー） ー（ー）ー（ー）6件（2件）1件（ー）16件（4件） ー（ー）

●会議の公開制度
会議開催状況

公開の会議開催回数 傍聴者のあった会議 傍聴者数（延べ人数）
49回 6回 12人

公
　
表

情
報
公
開
制
度
な
ど
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
運
用
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
（
３
月
31
日
時

点
）。

　
な
お
、
情
報
公
開
制
度
に
関
し
、

２
件
の
審
査
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

●
情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
文
書

の
閲
覧
な
ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度

　
自
分
自
身
の
情
報
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

●
会
議
の
公
開
制
度

　
審
議
会
な
ど
の
審
議
の
状
況
を

傍
聴
で
き
る
制
度
で
す
。

問
総
務
課

パブリックコメント～みなさんのご意見を募集します～
●第２次河内長野市文化財保存活用地域計画
　歴史文化遺産の調査・保存継承・活用を様々
な立場の人々の参画を得て、総合的・効果的
に進めるために「第２次河内長野市文化財保
存活用地域計画」を策定します。
提出方法　所定の意見提出用紙で６月５日～
７月３日（当日消印有効）に社会教育第２課へ
※案と意見提出用紙は、市役所情報コーナー、
キックス、ラブリーホール、各公民館、各コ
ミュニティセンター、図書館、滝畑ふるさと
文化財の森センター、ふるさと歴史学習館な
どの主な公共施設に備えています▷市ホーム
ページから閲覧し、意見を入力することもで
きます▷結果の公表は、同施設と市ホーム
ページで行います▷意見に対する個別対応は
行いません。
問社会教育第２課

●計画策定ワークショップ
　第２次河内長野市文化財保存活用地域計画
の策定に向けてワークショップを開催しま
す。
とき　令和７年６月 28日㈯午後２時～４時
ところ　キックス
定員　40人（先着順）
申込　6月5日から電話か右記QRで
問社会教育第２課

一般会計・特別会計と
公営企業会計の状況
　令和6年度一般会計予算は433
億7640万5千円（繰越予算を含む）
でスタートしましたが、39億3433
万5千円を増額補正し、473億
1074万円になりました。
　予算現額に対する執行状況は表
１のとおりです。市民１人当たり
の市税負担額（調定額）は11万
7746円、１世帯当たりでは24万
995円です。
　また、一般会計と分けて経理す
る必要のある6つの特別会計と、公
営企業として水道・下水道事業会
計を設けています。これらの執行
状況は表２、表３のとおりです。

基金・市債・財産の状況
　市の貯金である基金、市の借金
である市債の状況は表４のとおり
です。市民１人当たりの基金の額
は17万3353円、市債の額は47万
9857円です。なお、一時的な現金
の不足には、一般会計と各特別会
計の会計相互間での現金運用や財
政調整基金などからの一時的な借
り入れで対応しています。また、市
の財産（土地・建物）は、土地が
513万7366㎡、建物が25万7837
㎡となっています。

令
和
６
年
度
下
半
期

令
和
６
年
度
下
半
期

財
政
事
情
の
公
表

財
政
事
情
の
公
表

今
年
３
月
末
ま
で
の
令
和
６
年
度
予
算
の
執

行
状
況
と
、
基
金
・
市
債
・
財
産
（
土
地
・

建
物
）
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課

●表４基金・市債の状況 単位 : 千円
種   類 金   額 主な使い道
基  金 16,877,459

財政調整基金 2,679,580 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,268,943 一般建設事業
減債基金 3,466,602 借金の返済

その他特定目的基金 9,284,599 公共施設の維持改修基金など
水道事業基金 177,735 用地取得・施設整備など
市  債 46,718,412

臨時財政対策債等 13,980,660 財源不足への対応など
通常の建設地方債 10,059,869 公共事業等債など
水道事業債 4,052,567 建設改良事業費
下水道事業債 18,625,316 建設改良事業費など

※令和7年3月31日現在の人口は97,359人、世帯数は47,568世帯です。

●表２特別会計の執行状況 単位：千円（％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特 別 会 計 27,785,048 24,448,361(88.0) 27,785,048 23,898,937(86.0)
国民健康保険事業勘定 12,173,931 10,571,003 (86.8) 12,173,931 10,821,899 (88.9)
土 地 取 得 118,020 88,019 (74.6) 118,020 88,019 (74.6)
部落有財産 520 383 (73.7) 520 340 (65.4)
介 護 保 険 12,655,377 11,013,360 (87.0) 12,655,377 10,452,052 (82.6)
後期高齢者医療 2,837,200 2,775,596 (97.8) 2,837,200 2,536,627 (89.4)
※産業用地整備事業特別会計については、令和7年3月31日時点で歳入及び歳出が生じていな
いため、上記に掲載しておりません。

●表３公営企業会計の執行状況 単位：千円（％）

会 計 名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
水道事業会計
収益的収支 2,271,911 2,338,037 (102.9) 2,315,698 2,238,044 (96.6)
資本的収支 526,261 435,838 (82.8) 1,218,127 1,121,162 (92.0)
下水道事業会計
収益的収支 3,050,736 3,076,626 (100.8) 3,020,794 2,976,434 (98.5)
資本的収支 2,073,178 1,713,775 (82.7) 3,106,896 2,726,728 (87.8)

●表１一般会計の執行状況
費　目 予算現額 収入済額（執行率）
歳　入 47,310,740 38,177,247(80.7)
市 税 11,302,577 11,111,449 (98.3)
国庫支出金 11,064,739 9,150,856 (82.7)
地方交付税 8,854,480 9,013,339(101.8)
府 支 出 金 3,724,413 2,186,010 (58.7)
市 債 3,296,200 472,000 (14.3)
繰 入 金 2,531,102 70,473 ( 2.8)
使用料及び手数料 667,133 604,389(90.6)
分担金及び負担金 268,573 231,252(86.1)
そ の 他 5,601,523 5,337,479(95.3)

単位：千円（％）
費   目 予算現額 支出済額（執行率）
歳　出 47,310,740 37,336,259(78.9)
民 生 費 22,572,276 20,149,424 (89.3)
総 務 費 6,533,722 3,076,756 (47.1)
教 育 費 5,289,848 3,415,031 (64.6)
衛 生 費 3,832,933 2,863,144 (74.7)
土 木 費 3,206,704 2,715,110 (84.7)
公 債 費 2,793,018 2,767,974 (99.1)
消 防 費 1,546,229 1,385,122 (89.6)
農 林 業 費 454,829 243,904 (53.6)
そ の 他 1,081,181 719,794 (66.6)

※これらの数値は、令和７年３月31日
現在のものです。会計年度は終了して
いますが、５月31日まで、出納の整理
を行いますので、令和６年度決算の数
値とは一致しません。

パブリックコメント
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